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2
月
に
斜
坑
の
掘
削
が
完
了
し
、

先
進
坑
の
掘
削
に
入
り
ま
し
た
。

現
在
、
先
進
坑
掘
削
を
止
め
、
本

坑
掘
削
と
前
方
の
地
質
把
握
の
た

め
先
進
ボ
ー
リ
ン
グ
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
先
進
ボ
ー
リ
ン
グ
が
終

わ
り
次
第
、
先
進
坑
を
掘
進
し
て

い
く
計
画
で
す
。

な
お
、
尾
越
工
区
に
つ
い
て
は
、

3
月
に
大
林
Ｊ
Ｖ
と
工
事
の
契
約

を
し
ま
し
た
。

7
月
2
日
に
広
瀬
地
区
、
7
月

3
日
に
蘭
地
区
、
7
月
30
日
に
妻

籠
地
区
で
工
事
説
明
会
を
実
施
し

ま
し
た
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い

て
は
、
8
月
中
旬
に
町
道
棚
橋
線

改
良
工
事
に
着
手
し
、
10
月
に
ヤ

ー
ド
整
備
、
仮
橋
工
事
に
着
手
、

斜
坑
の
掘
削
開
始
は
２
０
２
１
年

夏
頃
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※
Ｊ
Ｒ
東
海
、
鉄
道
・
運
輸
機
構

及
び
清
水
Ｊ
Ｖ
が
行
っ
た
地
元

説
明
（
蘭
地
区
で
8
月
7
日
、

広
瀬
地
区
で
8
月
18
日
）
に
お

い
て
、
町
道
改
良
工
事
に
伴
う

迂
回
路
の
説
明
等
が
あ
り
、
町

道
棚
橋
線
工
事
着
手
す
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

※
8
月
7
日
に
鉄
道
・
運
輸
機
構

か
ら
道
路
の
自
営
工
事
の
申
請

が
あ
り
町
は
8
月
20
日
に
許
可

し
て
い
ま
す
。
工
事
は
8
月
31

日
に
着
手
さ
れ
ま
し
た
。

工
事
説
明
会
で
の
住
民
か
ら
の

意
見
に
配
慮
し
た
環
境
保
全
計
画

を
8
月
3
日
に
公
表
し
ま
し
た
。

環
境
影
響
評
価
書
に
基
づ
い
て

実
施
す
る
環
境
保
全
措
置
、
事
後

調
査
及
び
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
具
体

的
な
計
画
、
並
び
に
工
事
中
の
周

辺
環
境
へ
の
影
響
回
避
又
は
低
減

す
る
た
め
の
管
理
計
画
に
つ
い
て

取
り
ま
と
め
た
も
の
が
環
境
保
全

計
画
で
す
。

※
県
か
ら
町
に
環
境
保
全
の
見
地

か
ら
の
意
見
照
会
が
有
る
の
で
、

委
員
か
ら
環
境
保
全
計
画
に
対

す
る
意
見
を
町
に
提
出
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

※
工
事
説
明
会
で
の
住
民
の
意
見

も
参
考
に
し
て
町
か
ら
の
環
境

保
全
の
見
地
か
ら
の
意
見
書
を

9
月
1
日
に
県
に
提
出
し
ま
し

た
。

※
9
月
下
旬
頃
、
県
か
ら
Ｊ
Ｒ
東

海
に
助
言
が
行
わ
れ
、
Ｊ
Ｒ
東

海
は
対
応
方
針
を
明
ら
か
に
し

て
環
境
保
全
計
画
を
修
正
し
、

10
月
頃
ヤ
ー
ド
整
備
、
仮
橋
工

事
に
着
手
す
る
予
定
と
の
こ
と

で
す
。

令
和
元
年
8
月
21
日
に
締
結
し

た
「
中
央
新
幹
線
建
設
に
伴
う
工

事
に
関
わ
る
確
認
事
項
」
に
基
づ

き
工
事
用
車
両
の
運
行
に
係
る
時

間
帯
や
安
全
対
策
等
に
関
す
る
こ

と
を
確
認
す
る
別
途
文
書
で
す
。

確
認
書
は
、
工
事
用
車
両
の
通

行
等
に
関
す
る
確
認
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
工
事
用
車
両
の
通
行
に

よ
る
影
響
を
低
減
さ
せ
、
も
っ
て

町
内
の
交
通
安
全
の
確
保
及
び
工

事
の
円
滑
な
施
工
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

通
行
経
路
、
安
全
対
策
、
工
事

用
車
両
の
通
行
時
間
帯
等
、
配
慮

■
報
告
事
項

①
山
口
工
区
の
工
事
進
捗
状

況
に
つ
い
て

（
鉄
道
・
運
輸
機
構
よ
り
）

②
広
瀬
工
区
の
状
況
及
び
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ

い
て 
（
Ｊ
Ｒ
東
海
よ
り
）

③
広
瀬
工
区
環
境
保
全
計
画

に
つ
い
て

 

（
Ｊ
Ｒ
東
海
よ
り
）

■
協
議
事
項

①
工
事
用
車
両
の
通
行
等
に

伴
う
確
認
書
（
案
）
に
つ

い
て 

（
Ｊ
Ｒ
東
海
よ
り
）

第
29
回
南
木
曽
町
リ
ニ
ア
対
策

協
議
会
が
令
和
2
年
8
月
3
日
に

南
木
曽
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
鉄
道
・
運
輸
機
構
か

ら
山
口
工
区
の
工
事
進
捗
状
況
等

に
つ
い
て
、
Ｊ
Ｒ
東
海
か
ら
広
瀬

工
区
の
状
況
等
と
環
境
保
全
計
画

に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
町
と
Ｊ
Ｒ
東
海
と
の
折

衝
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
「
工
事
用

車
両
の
通
行
等
に
伴
う

確
認
書
（
案
）
に
つ
い

て
」
及
び
Ｊ
Ｒ
東
海
か

ら
新
た
に
提
案
が
あ
っ

た
「
長
者
畑
の
発
生
土

置
き
場
と
し
て
の
利
用

に
つ
い
て
」
協
議
を
行

い
ま
し
た
。

協
議
事
項
の
「
確
認

書（
案
）」に
つ
い
て
は
、

委
員
か
ら
意
見
を
い
た

だ
き
必
要
が
あ
れ
ば
修

正
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。「
長
者
畑
の
発

生
土
置
き
場
」
に
つ
い

て
は
、
地
元
の
理
解
を

得
た
う
え
で
候
補
地
と

し
て
Ｊ
Ｒ
東
海
が
調
査

す
る
こ
と
を
協
議
会
と

し
て
了
承
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

※
説
明
資
料
は
町
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

第
29
回 

南
木
曽
町
リ
ニ
ア
対
策
協
議
会 

開
催

工事工程（JR東海資料より）

都
市
部
の
繁
華
街
や
人
が
大
勢
集
ま
る
場
所
を
は
じ
め
と
し
て
、

感
染
拡
大
地
域
へ
の
往
来
に
あ
た
っ
て
は
慎
重
な
行
動
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
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事
項
、
道
路
維
持
管
理
の
内
容
等
、

工
事
施
工
業
者
等
へ
の
通
知
、
及

び
確
認
書
の
有
効
期
間
を
定
め
て

い
ま
す
。

ま
た
、
発
生
土
置
き
場
へ
の
通

行
経
路
等
が
決
定
し
た
場
合
等
、

南
木
曽
町
内
に
お
け
る
中
央
新
幹

線
建
設
工
事
の
進
捗
に
よ
り
、
必

要
に
応
じ
て
確
認
書
の
見
直
し
を

行
い
ま
す
。

※
協
議
会
の
後
、
提
出
さ
れ
た
委

員
の
意
見
等
を
反
映
さ
せ
て
修

正
を
行
い
、
令
和
2
年
8
月
20

日
に
確
認
書
は
締
結
さ
れ
ま
し

た
。（
締
結
さ
れ
た
確
認
書
の

写
し
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。）

発
生
土
置
き
場
候
補
地
と
し
て

十
二
兼
地
区
が
あ
り
ま
す
が
、
広

瀬
工
区
、
尾
越
工
区
か
ら
出
て
く

る
発
生
土
を
全
て
入
れ
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
町
か
ら
紹
介
い
た

だ
い
た
場
所
は
小
規
模
で
あ
っ
た

り
、
街
中
で
あ
っ
た
り
す
る
た
め
、

非
常
口
か
ら
近
く
て
住
ん
で
い
る

人
が
少
な
い
ル
ー
ト
を
通
る
こ
と

が
で
き
、
で
き
る
だ
け
大
容
量
の

発
生
土
置
き
場
を
確
保
し
た
い
と

検
討
を
進
め
出
て
き
た
の
が
長
者

畑
で
す
。

長
者
畑
は
広
瀬
非
常
口
か
ら
距

離
約
6
㎞
、
尾
越
非
常
口
か
ら
約

9
㎞
の
位
置
に
あ
り
ま
す
。
採
草

地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
現
在
は
使
用
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
比
較
的
緩
や
か
な
平
場
で
す
。

施
工
管
理
に
つ
い
て
は
、
関
係

法
令
等
を
遵
守
し
て
設
計
・
施
工

し
ま
す
。
管
理
方
法
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
か
ら
地
権
者
や
関
係
者
と
協

議
し
ま
す
。
長
者
畑
に
つ
い
て
は

当
社
で
恒
久
的
に
維
持
管
理
す
る

方
向
で
協
議
を
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
は
、

発
生
土
置
き
場
と
し
て
地
権
者
、

関
係
機
関
等
と
協
議
、
検
討
を
進

め
ま
す
。
ま
ず
は
、
現
地
の
測
量
、

地
質
調
査
及
び
環
境
調
査
の
実
施

に
入
り
、
調
査
等
の
結
果
を
踏
ま

え
て
詳
細
な
検
討
を
進
め
て
、
改

め
て
説
明
を
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

詳
細
な
調
査
を
行
っ
た
上
で
な

け
れ
ば
発
生
土
置
き
場
と
し
て
の

是
非
の
判
断
は
で
き
な
い
と
の
意

見
、
地
元
の
賛
同
を
得
て
か
ら
調

査
し
た
方
が
よ
い
と
の
意
見
が
あ

り
、
ま
ず
は
調
査
の
内
容
や
考
え

方
な
ど
に
つ
い
て
地
元
で
の
説
明

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

※
Ｊ
Ｒ
東
海
、
鉄
道
・
運
輸
機
構

及
び
清
水
Ｊ
Ｖ
が
行
っ
た
地
元

説
明
（
蘭
地
区
で
8
月
7
日
、

広
瀬
地
区
で
8
月
18
日
）
に
お

い
て
、
長
者
畑
を
発
生
土
置
き

場
の
候
補
地
と
し
て
調
査
を
実

施
し
た
い
と
の
説
明
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

②
長
者
畑
の
発
生
土
置
き
場

と
し
て
の
利
用
に
つ
い
て

（
Ｊ
Ｒ
東
海
よ
り
）

■
協
議
内
容

広瀬非常口の計画（JR東海工事説明会資料より）

長者畑の現地状況（JR東海資料より）

い
た
ず
ら
に
不
安
を
募
ら
せ
な
い
よ
う
正
し
い
知
識
と
情
報
に
基
づ
い
た
行
動
を
取
り
ま
し
ょ
う
。
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